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多様な性状の廃棄物に対する低温固化処理可能性を判定する手法の構築のため、セメントやアルカリ活性材

料を用いて固化体を作製し、硬化性などの物性に関する基礎データを取得している。本研究では固化体特性

評価時の被ばく量及び試験廃棄物量低減に資するため、遠沈管を用いた非接触法による凝結時間測定法と、

小型試料による浸出試験法の適用可能性に関して調査を行った。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理において発生する多様な廃棄物に対して、低温固化処理の適用を簡易

に判定する検査手法[1]の開発を進めている。その評価性状として固化体の凝結時間や浸出特性は重要な物性

値である。これら物性値を密閉容器内で簡易的に取得することによる作業員の被ばく低減を目指して、安価

で入手しやすい遠沈管を用いた固化体の凝結時間の推定および浸出特性試験方法の小型化について検討した。 

2. 超音波伝播時間測定を用いた凝結時間の推定 

セメント母材のみ（OPC）および模擬廃棄物（炭酸塩スラリー：CS、鉄共沈

スラリー：IS）を含んだ固化試料を対象として、ペーストを混練し遠沈管内に

充填してから 24 時間後まで超音波伝搬時間を取得した。すべての試料でペー

ストの凝結を示す超音波伝搬時間の低下（変曲点）が確認され(図 1)、本測定

により非接触でペーストの凝結状態を確認可能であることが示唆された。 

3. ANS 標準浸出試験法の小型化検討 

Cs，Sr，Sn および Ce を混合した OPC 固化試料を対象として、遠沈管内で試

験可能なように ANS 標準浸出試験法を小型化（表 1）した Simple ANS 法を実

施し、回収した浸出溶液中の元素濃度を測定した。測定値から求めた元素の浸

出率と浸出時間の関係を図 2 に示す。各元素の浸出率の値は Simple ANS 法の

方が ANS 標準浸出試験法と比較して小さいが、浸出率の時間変化の傾向が両

法で一致していることから、遠沈管による Simple ANS 法は元素の浸出しやす

さの判定に適用可能性が示された。 
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